【申請書の書き方】

１　「住所又は所在地」は、本店の所在地を記入してください。個人事業主が自宅で事業を行っている場合は自宅を事業所として住所を記入してください。
２　「商号又は名称」は、法人の場合、商業登記簿謄本に記載された商号を記載し、個人事業主の場合は、通常使用している名称がある場合はそれを記入し、名称がない場合は、記入しないでください。
３　「代表者職・氏名」の「職」は、法人の場合は商業登記簿謄本に記載された「代表取締役」等の役職名を記入し、個人事業主の場合は「代表」と記入してください。
４　希望業種は、５業種以内であれば内容の制限はありません。ただし、その希望業種を履行するにあたって、法的な許可・免許・登録等を要する場合は、それらを受けていなければ申請できません。業種は簡潔かつ具体的に記入してください。許可・免許・登録等を有する場合は、その種類・名称等を希望業種欄の右欄に記入し、許可証等の写しを添付してください。

〔希望業種の記載例〕
ブロック工事、大工工事、左官工事、足場工事、塗装工事、造園工事、外壁吹付、
土留め工事、とび工事、ネットフェンス設置工事、水道設備工事、構内電機設備工事、畳製造・修繕、ふすま工事、壁紙貼付け、ガラス工事・修繕、門扉取付け、内装工事、家具工事、建具取付け　等
　ここに記載した業種は一例です。業種の書き方は問いませんので、希望する業種を具体的にわかりやすく１枠に１業種のみ記入してください。

※今年度から申請書に代表者の押印が必要無くなりましたのでご留意ください。
